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研究プロジェクトの 

名称 

地域の変化に関する住民意識の国際比較研究―函館・道南地域と

カナダ大西洋沿岸地域を中心に―  

プロジェクト担当者 

(氏名・所属・職) 

※代表者に●を付すこと 

●森谷康文・函館校・准教授  

中村直樹・函館校・講師  

古地順一郎・函館校・准教授  

ラモス  ハワード・ダルハウジー大学人文社会科学部社会学・

社会人類学科・教授  

研究プロジェクトの概要等（研究期間全体）  

 急速な少子高齢化や人口減少、若者の流出、労働力不足、中心市街地の衰退、外国人

観光客の増加、北海道新幹線の開業、宿泊業における外国資本の流入、外国人住民の増

加など、函館・道南地域には大きな変化の波が押し寄せている。本研究では、函館・道

南地域の住民がこの変化をどのようにとらえているかを明らかにする。住民意識を明ら

かにすることで、今後の地域づくりや政策を考える上でのデータを提供できる。  

 また、函館・道南地域の状況をグローバルな文脈で位置づけるため、カナダ大西洋沿

岸地域との国際比較も行う。カナダ大西洋沿岸地域は、少子高齢化、若者の流出、人口

減少、人口減少対策としての積極的な移民受け入れ政策、グローバル経済での地域経済

のあり方など、函館・道南地域と同様の地域課題を抱えている。このような背景を踏ま

え、ダルハウジー大学のラモス教授を中心とした研究チームが、既に 4都市における住

民意識の調査を行っており、その成果も発表されている（ Perceptions of Change Proj

ect： perceptionsofchange.ca）。本研究は、その実績を踏まえて、函館・道南地域と

の比較を試みる。  

研究実績の概要（当該年度）  

「Perceptions of Change Project」との比較可能性の確保に関して、函館・道南地域におけ

る調査方法を検討するために、ラモス  ハワード・ダルハウジー大学人文社会科学部社会

学・社会人類学科・教授を招聘し、一般向け講演会（ 7月 30日）および関係者を対象に

した情報交換会（ 7月 31日）をおこなった。一般向け講演会では、学生・一般市民 35名

が参加、情報交換会では、経済団体、市会議員、行政、社会福祉 NPO、 ICTによるまちづ

くりを実践する団体、と本学教員が参加し、ラモス教授を交えて、 Perceptions of Chan

ge Projectの実施にむけて協働することを確認し、プロジェクトチームを立ち上げた。 

プロジェクトチームの会議日程と概要は以下の通り 

 2018年11月2日：今後プロジェクトをすすめるメンバーが集まり、調査の目的、および

必要なデータについて得ることのできる既存の資料を確認した。 

 2018年12月7日：函館における類似事例の検討 

 2019年2月13日：Halifax Indexをモデルとした函館インデックスの作成に関する検討 

 2019年3月11日：「Perceptions of Change Project 函館」について1500の郵送による

アンケートをおこなうことを確認 アンケート項目の確認をおこなった。  

また、森谷、中村、古地が函館校の授業である地域プロジェクトⅣにて学生をカナダ・ハ

リファックスに引率した（9月18日-9月29日）。その際、調査に関してラモス教授と打ち合わ

せをおこなうとともに、本プロジェクトに関連のある活動をおこなう経済・福祉団体および

教育機関を訪問し、調査項目の整理に必要な情報を収集した。さらに、研究対象地域の中心



都市で、姉妹都市関係を結んでいる函館市とハリファックス市の比較研究を行うための基礎

調査として、学部４年生を研究助手として雇用し、ハリファックスに関わる新聞記事と論文

のリスト化を行なった。その結果、31件の新聞記事と53本の論文が抽出された。 

今後の研究プロジェクトの推進計画  

2019 年 4 月 -5 月  「 Perceptions of Change Project」で使用された質問票を基に、函

館・道南地域の住民意識調査で使用する質問票の作成  

2019年 5月 -9月  アンケート郵送  

2019年 9月 -12月  アンケート集約  

2019年 12月  ラモス  ハワード・ダルハウジー大学教授とアンケート内容について共有  

 

既存データの集約と可視化  Halifax Indexをモデルとした函館インデックスパイロットバ

ージョンの作成 

 

教育現場や地域での活用等 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の公表実績（当該年度）  

【著書】 

 

【学術論文】（投稿中も含む） 

 

 

【学会発表、シンポジウム、セミナー、演奏会、展覧会、競技会、普及啓発イベント等】 

1. 講演会：変化する街:函館とハリファックスを比較する新たな視点 ラモス  ハワード

・ダルハウジー大学人文社会科学部社会学・社会人類学科・教授  2018年 7月 30日  

2. ラジオ出演：古地順一郎が、カナダ放送協会（ラジオ・カナダ）ハリファックス放送局

の情報番組『ル・レヴェイユ（目覚め）』に出演。2018年9月25日放送分。Des visiteu

rs de Hakodate au Japon, la ville jumelle d'Halifax（ハリファックスの姉妹都市

、日本の函館からの訪問者）。同番組は、ノバスコシア州・ニューファウンドランド・

アンド・ラブラドール州で放送。 

3. ラジオ出演：古地順一郎が、カナダ放送協会（ラジオ・カナダ）ハリファックス放送局

の情報番組『サスパッスイシ（今ここで起きていること）』に出演。2018年9月29日放

送分。Junichiro Koji nous fait le portrait de Hakodate, ville jumelle d'Halifa

x（古地順一郎氏がハリファックスの姉妹都市・函館を語る）。同番組は、大西洋沿岸

地域４州で放送。 

4. トークセッション：「データを通じて地域を語る： Halifax Indexから Hakodate I

ndexへ」日本都市計画学会北海道支部・東北支部特別共同企画  まちづくりサロン

vol.3 「まちをマネジメントする～多様で豊かなまちのつくり方」古地順一郎・永

澤大樹  2019年 1月 26日  

【テキスト、報告書、研修資料等】 
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問い合わせ先 

 

 氏 名：森谷 康文 

 電 話：0138-44-4305 

 E-mail： moritani.yasufumi@h.hokkyodai.ac.jp 

 


